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科学技術予測ツール 

デルファイ調査検索の使い方 



■デルファイ法は、技術革新や社会変動などに関する 
  未来予測を行う定性調査によく用いられる。 
■デルファイ法ではまず、 
①予測したいテーマについて専門家を選んで意見を求める。 
②回答を集約し、再度同じ質問を各専門家に行う。 
③これを数回、繰り返して、確度の高い予測を得る。 
■文部科学省は1971年以来過去40年間、9回にわたり実施。   
  3000～4000名の専門家に対し調査し、課題数は8148件。 
  （世界で最も大規模なデルファイ調査） 
■科学技術・学術政策研究所では、 
  「データ・情報基盤の構築」事業において、 
  「デルファイ調査検索」のシステムを開発し、 
  2013年9月12日Web上で公開した。 

デルファイ法 



Googleで、「デルファイ調査検索」と検索！ 

http://www.nistep.go.jp/research/scisip/delphisearch 

東京オリンピック開催の頃の科学技術の将来像
を把握したい。 

iPS細胞に関連したテーマが、今まで 
どのように予測されてきたかを知りたい。 

「がんの転移機構の解明」について、関連
テーマも含めて、実現予測時期を知りたい。 

そんなときは、「デルファイ調査検索」！ 

デルファイ調査検索 



デルファイ調査検索のトップページ 



項番 
調査回 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回 

年 1971 1977 1982 1987 1992 1997 2001 2005 2010 

1 実現予測時期 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 技術/社会 技術/社会 

2 課題の重要度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 世界/日本 

3 非実現の理由 ○ ○ ○ ○           

4 国としての施策 ○ ○ ○ ○           

5 研究開発推進方法   ○ ○ ○           

6 研究開発推進主体   ○ ○ ○           

7 専門度   ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

8 国際共同研究の必要性         ○         

9 研究開発水準         ○ ○ ○ ○   

10 阻害要因         ○         

11 予測時期の確信度         ○         

12 効果           ○ ○     

13 手段           ○ ○     

14 懸念           ○ ○     

15 技術的実現手段               ○   

16 社会的実現手段               ○   

17 技術的実現主なセクター                 ○ 

18 社会的実現主なセクター                 ○ 

全調査回からの一括検索・表示 に記載 

各調査回における調査項目の変遷 



調査回（年）選択 

分野選択 

詳細区分選択 

全調査項目表示 

全調査結果からの一括検索・表示 

調査回（年）、分野、 
実現予測時期 

各回の調査結果の検索・表示 

類似度検索 

類似度順のデータ 

調べたい課題を選択 

ダウン 
ロード 

ダウン 
ロード 

ダウン 
ロード 

各回毎に異なる調査項目を忠実に表示 課題、実現予測時期などの共通項目を検索 

      キーワード検索 
     （AND, OR） 

検索結果表示 

デルファイ調査検索のフロー 



「各回の調査結果の検索・表示」の例 各回の調査結果の表示の例 



デルファイ調査検索のトップページ 

クリック 



iPS細胞 

全調査結果からの一括検索の画面 



 全調査結果からの一括検索結果（iPS細胞） 



 全調査結果からの一括検索結果（幹細胞） 



「キーワード検索」 
○キーワードを持つ課題はもれなくピックアップ。 
 
●知りたい情報が近くにあるとは限らない。 
 
☆同じ、あるいは類似した順に課題を並べたい。 
 
そこで、類似度の高い順に課題を表示する 
「類似度検索」の機能を追加。 

 類似度検索－デルファイ調査検索の特長－ 



Ｃｖ 

クリック 

全調査結果からの一括検索例（幹細胞） 

Ｃ
ｖ 

● 



類似度検索の例（幹細胞/iPS細胞） 



「類似度検索」の例 

類似した課題を全データから探す 「がんの転移機構の解明」に 
類似した順に表示される 

「類似度検索」の例（がんの転移機構の解明） 

がん 転移機構 

がん化の機構 

がん細胞 転移阻止 



がん転移を抑止する薬剤 

常温に転移点を持つ超電導 

生物の進化機構の実証実験 

記憶の機構の解明 

夢見の神経機構の解明 

自閉症の発症機構 

生命誕生の分子機構 

がんのオーダーメイド治療 

脳による論理的推論機構 

アルツハイマー病の発現機構 

宇宙環境における生体変化 

がんの他の臓器への「転移」と 
 
超伝導の相「転移」の２つの意味 

がんの遺伝子治療 

がんの薬物耐性検定法 

左右大脳半球の非対称解明 

「類似度検索」（がんの転移機構の解明） 



調査回
（年） 

課題 
技術的
実現予
測時期 

社会的
実現予
測時期 

重要度
指数 

8(2005) がんの薬物耐性検定法 2013 2021 65 

8(2005) がんのオーダーメイド治療 2014 2023 81 

6(1997) 大部分のがん関連遺伝子が同定され、がん化との関連が解明される。 2014   86 

7(2001) アルツハイマー病の発症機構が解明される。 2014   82 

6(1997) 自閉症の発症機構が解明される。 2017   43 

8(2005) がんに対する遺伝子治療法 2018 2029 62 

9(2010) がんの転移機構の解明 2019     

8(2005) がんの転移を防ぐ有効な技術 2020 2030 90 

8(2005) 生物の進化機構の解明をめざす実証試験 2020   37 

8(2005) がん化の機構の解明に基づく治療への応用 2021 2028 90 

8(2005) 宇宙環境における生体の変化に関する機構の解明 2022   34 

9(2010) がんの転移を抑止する薬剤の開発 2023 2031   

7(2001) 記憶の分子機構が解明される。 2023   56 

8(2005) 左、右大脳半球に機能的な非対称性が生ずる機構の解明 2024   41 

7(2001) 生命誕生（起源）の分子機構が解明される。 2025   50 

8(2005) 夢見の神経機構の解明 2028   34 

7(2001) 脳による論理的な推論の機構が解明される。 2028   78 

類似度検索「がん」の例（実現予測時期の順） 
「がんの転移機構の解明」 類似度検索の例（がん、実現予測時期の順） 



デルファイ調査検索で「がんの転移機構の解明」に類似する課題を検索し、その結果をもと
にいくつかピックアップし、実現予測時期の順に並べた例を示します。 

まず、個人の個性にかなった「がんのオーダーメイド治療」がなされた後、「がんに対
する遺伝子治療法」が実現すると予測されています。 

「がんの転移機構の解明」がなされた後、「がん化の機構解明に基づく治療への応
用」、「がんの転移を抑止する薬剤の開発」へと向かう流れを見ることができます。 

調査回（年） 課題 
技術的実現 
予測時期 

社会的実現
予測時期 

8(2005) がんのオーダーメイド治療 2014 2023 

8(2005) がんに対する遺伝子治療法 2018 2029 

9(2010) がんの転移機構の解明 2019   

8(2005) がんの転移を防ぐ有効な技術 2020 2030 

8(2005) がん化の機構の解明に基づく治療への応用 2021 2028 

9(2010) がんの転移を抑止する薬剤の開発 2023 2031 

類似した課題検索の応用例 



①「デルファイ調査検索」への入り方 
②「各回の調査結果の検索・表示」→結果表示 
   ■戻りたいSTEPの段階、あるいはトップページ、前頁に戻る 
   ■最下部に移動し左右スクロールバーを使う 
   ■ダウンロード 
③「全調査結果からの一括検索・表示」→検索画面 
   ○キーワード入力 
   ■複数のキーワードを入力 
   ■調査回、分野等の入力 
   ■全8148件の課題の出力 
④「全調査結果からの一括検索・表示」→結果表示 
   ○調査回の並べ替え 
   ■分野、予測時期等の並べ替え 
   ■ある課題を選択→全項目表示 
   ○課題を選択し、類似した課題を全データから探す 
   ■類似した課題に絞り込む 
   ■ダウンロード 
⑤「全調査結果からの一括検索・表示」→結果表示→類似度結果表示 
   ■ダウンロード 

類似度検索「がん」の例（実現予測時期の順） 
「がんの転移機構の解明」 デルファイ調査検索の使い方（まとめ） 



“課題”をテキストマイニングの手法により、 
語句に分解し、文書語句マトリクスを作成 

幹細胞 
がん 
・・ 
・・ 
希少 

OBS1 OBS2 ・・・・・・・ 8148 

1 0 ・・・1・・・・・・・・・・・ 
0    1   ・・・・・1・・・1・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・1・・・・・ 

2つ以上の文書に共起する語句だけ抽出 

7286 

4947 

8148 8148 8148 

語句ベクトル 特異値 文書ベクトル 

× × 

類似度は２つの文書ベクトル 
         の角度（コサイン） 

類似度=－1 1 0.86 

  語句の同義性や多義性を縮減し、 
より本質的な意味の構造を取り出す。 

文書 課題 
実現予
測時期 

OBS.1 幹細胞の移植による治療法 2022 

OBS.2 がんの転移機構の解明 2019 

幹細胞 
がん 
・・ 
普遍 

OBS1 OBS2 ・・・・・・・ 8148 

1 0 ・・・1 ・・・・・・・・・・・ 
0    1   ・・・・・1・・・1・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・1・・・・・1・1・・・・・ 

4947 

累積寄与率＝0.5 

文書語句マトリクスを、中央に対角行列を 
含む３つのマトリクスに分解する。 

【参考】類似度計算の原理 


